
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成３０年度のニホンザルの第二種特定鳥獣管理計画策定に向け、特定鳥獣管理検討委員会の助言を得て調査を実施

目標に対

する成果

の状況

カモシカ個体群動向調査は、捕獲年次計画に基づき実施市町村の協力を得ながら計画どおり実施

イノシシ生息状況調査は、特定鳥獣管理検討委員会専門部会の助言を得ながら計画どおり実施

 概算事業費（B（A）+C） 47,196 17,148 19,254

7,914 7,914

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

概　算

人件費

1.00 1.00 1.00

8,276

38,920 9,234

Aの

財源

11,423 11,340

0 0 0

3,530

18,554 7,823 7,810

23,792 3,600

実施方法 H28事業実績

H28

（当初） （決算）

◆カモシカ個体群動向調査

　特定鳥獣保護管理計画（カモシカ）年次計画のうち、捕獲計画策定の基礎資料とするため、捕獲個体を調査分析し、個体群の動向を

把握するとともに、捕獲による個体群の影響を把握する。

◆イノシシ生息状況調査

　第二種特定鳥獣管理計画（イノシシ第３期）（H30～H34）策定のため、全県的な分布、生息状況の動向、生息数を調査する。

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目

H29

（当初）

1　カモシカ個体群動向調査 委託

捕獲された個体により、個体群状況及び今後の動態

等を分析調査

5,400 4,968 5,295

３　ニホンザル生息状況調査 委託 ―

現地調査、アンケート調査により分布状況、推定生息

数等を分析調査

6,023

目指す姿

4　様々な主体の関わりによる森林の適正管理と多様な利活用の推進 実施期間 H12 ～

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

事業番号 10 05 06 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 特定鳥獣生息状況調査事業特定鳥獣生息状況調査事業特定鳥獣生息状況調査事業特定鳥獣生息状況調査事業
担

当

課

部局 林務部

課・局・室 森林づくり推進課鳥獣対策・ジビエ振興室

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail choju@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-4森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

11,423 11,340

合計（A) 42,346

1件

29年度

当初予算 42,346

H27末

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

補正予算
カモシカ個体群動向調

査

成果目標の達成状況

項目 H26末

1件

11,340

1件 １件 達成

Ｈ28
H29

目標
目標 成果 達成状況

ー

合計 11,423

達成0件 1件 １件 ーイノシシ生息状況調査 0件

4,266 ―

― 6,045

施策展開

9,234

個体数の増加や分布域の拡大により、著しい農林業等の被害や生態系のかく乱を引き起こしている鳥獣及び生息環境の悪化や分断等

により、地域個体群として絶滅の恐れが生じている鳥獣を対象として、科学的、計画的な保護管理により地域個体群を安定的に維持しつ

つ、被害の軽減を図ることを目的として、特定鳥獣保護管理計画（５カ年計画）を策定している。

　本県では、ニホンジカ、ニホンカモシカ、ツキノワグマ、ニホンザル、イノシシの5種類について策定しており、生息調査等による現状分析

と定期的なモニタリングに基づき科学的な評価を行い、見直しにフィードバックさせ、特定鳥獣保護管理計画を現状に合ったものに更新し

ていく。

◆ニホンザル（H24調査） ◆イノシシ（H25調査 ）◆ニホンカモシカ（H26調査） ◆ニホンジカ(H27調査） ◆ツキノワグマ（H27調査）◆イノシ

シ（H28調査予定）※カモシカは国の特別天然記念物に指定されており、毎年モニタリング調査を実施（文化庁補助　補助率2/3）

2　イノシシ生息状況調査 委託

「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」第7条の２に規定


